
　　　平成30年度から、厚生労働省子ども家庭局の「すくすくサポート・プロジェクト」に基づく子どもの

　　貧困とひとり親家庭対策の推進の取り組みの一つとして、未婚のひとり親家庭の母（父）

　　に対する寡婦（夫）控除のみなし適用を実施するための予算案が閣議決定しました。 

　　　川越市でも市の予算で既に実施の方向性が出ていましたが、厚労省の事業として予算

　　案が閣議決定したため、結果的に国の予算として全国一律に実施されることになります。

 日時：2月20日（火）開会予定　（参考までに昨年は3月24日(金)に閉会）

 *　3月議会は平成30年度予算案を審議する議会となります。通常、開会日には、市長からの市政

 　 運営の方針や、教育委員会からの教育行政方針が示されます。例年、2月の最終週から3月中頃

　  にかけて議案質疑、一般質問が行われ、その後、常任委員会審査や特別委員会が開催されます。

　  詳しくは市議会HP、または議会事務局までお問い合わせ下さい。049-224-6067

 日時：2月24日（土）13：30～16：30

 場所：古谷公民館2階講座室  　049-235-1834

 内容：12月議会報告、その他　

 ＊　この度、印刷の都合で報告会までに紙面　

　 　が届かなかった方には申し訳ございませ

　　 んが、ご理解をいただければ幸いです。

            　　　　　   第43回川口けいすけ議会報告会

3月議会開会を傍聴してみませんか

この紙面をご近所に配っていただける方がおられましたら、下記まで

ご連絡いただければ幸いです（範囲・枚数は出来る限りで結構です）。

TEL 080-3025-5776 E-mail kawaguchi-keisuke@outlook.com
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2016年3月議会での川口の提言が実現へ！

来年度から非婚のひとり親家庭にも寡婦控除適用予定!

税法上、寡婦控除の適用となる婚姻歴があるひとり親家庭と、適用にならない婚姻歴が無いひとり

親家庭では、実質的には子育てする状況に差は無く、子どもたちに選択の余地が無い事項により不利

益が生じています。この不利益を無くすため、非婚のひとり親家庭でも寡婦控除の適用対象にする

「みなし適用」を実施する自治体が少なくありません。しかし川越市では、国が明確な方向性を示し

ていないことを理由に、非婚のひとり親家庭への寡婦控除を実施していませんでした。今回私は、以

下の3つの理由を挙げ「寡婦控除のみなし適用」の早期実施を求めました。

① 寡婦控除の制度目的が、担税力の弱い寡婦の保護にあるのであれば、経済的に最も困窮してい

る場合が多い非婚のひとり親家庭を区別する合理性が無いこと。

② 平成25年9月の最高裁判決の中で、子にとって選択の余地の無い事項で、不利益を及ぼすこと

は許されないと判断が示されていること。

③ 国連経済社会理事会等の国連機関から、何度も婚外子差別を解消するよう求められていること。

2016年3月の川口の一般質問の提言
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